
　

２
０
０
６
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
ド
イ
ツ
大
会
も
、
６
月
23
日
に
は

１
次
リ
ー
グ
が
終
了
し
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
16
チ
ー
ム
（
国
）
が
決
ま

り
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
た
チ

ー
ム
を
大
陸
別
に
見
て
み
る
と
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
10
チ
ー
ム
、
南
米
が
３
チ
ー

ム
、
ア
フ
リ
カ
、
北
中
米
カ
リ
ブ
海
、

オ
セ
ア
ニ
ア
が
各
１
チ
ー
ム
。
我
が
日

本
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
進

出
が
な
か
っ
た
の
が
と
て
も
残
念
で
し

た
（
前
回
ベ
ス
ト
４
の
韓
国
に
も
期
待

し
て
い
た
の
で
す
が
…
）。
私
は
サ
ッ

カ
ー
競
技
の
ル
ー
ル
や
試
合
運
び
な
ど

は
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
あ
ま
り
興

味
も
な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
日
本
戦

だ
け
は
テ
レ
ビ
の
生
中
継
を
し
っ
か
り

見
て
、
12
番
目
の
選
手
と
し
て
一
喜
一

憂
し
ま
し
た
（
対
ブ
ラ
ジ
ル
戦
だ
け
は

議
会
当
日
の
早
朝
だ
っ
た
の
で
、
朝
の

ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
が
…
）。「
先
制

点
を
入
れ
な
が
ら
、
な
ぜ
残
り
９
分
で

３
点
も
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ん
だ
！
」
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
。
次
の
朝
、
リ
サ
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
国
際
交
流
員
）
に

「
お
め
で
と
う
！
」
と
、
う
ら
や
ま
し

さ
と
嫌
み
を
込
め
て
言
っ
た
ら
、
満
面

の
笑
顔
で「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
ゲ
ー
ム
は
日
本
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
一
言
。
心
の
余
裕
が
な
せ
る

技
な
の
か
、
選
手
や
国
に
絶
対
的
な
信

頼
を
寄
せ
て
い
る
た
め
な
の
か
…
？

　

そ
う
い
わ
れ
て
み
れ
ば
我
々
は
、
勝

つ
の
が
当
た
り
前
と
勝
手
に
思
い
込

み
、
結
果
が
良
く
な
い
と
選
手
や
、
つ

い
に
は
監
督
が
…
と
、
誰
か
の
せ
い
に

し
な
が
ら
満
た
さ
れ
な
い
心
の
す
き
間

を
埋
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
日
本
が
勝
っ
て
、
リ
サ
に
「
お

め
で
と
う
」
と
言
わ
れ
て
い
た
ら
素
直

に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
た
か
な
？

　

も
し
か
す
る
と
「
当
た
り
前
！
」
と

言
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
自
分
に
反

省
で
す
。

　
「
忠
」
と
は
、「
ま
ご
こ
ろ
、
偽
り
の

な
い
誠
意
」
を
表
す
文
字
で
す
。「
中
」

と
は
、
な
か
・
中
身
な
ど
の
意
で
あ
り
、

そ
れ
に
「
心
」
が
加
わ
り
、
中
身
が
充

実
し
て
欠
け
目
の
な
い
心
を
表
し
ま

す
。「
忠
誠
を
尽
く
す
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
た
ど
の
チ
ー

ム
も
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
、
国
を
背
負
っ
て
戦
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
応
援
し
て
い
る
我
々

よ
り
も
、
選
ば
れ
し
選
手
や
監
督
の
方

が
悔
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
は
「
お

疲
れ
さ
ま
」。
そ
し
て
弱
い
と
こ
ろ
を

克
服
し
、
４
年
後
に
は
さ
ら
な
る
喜
び

を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
私
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
は
日
本
の
Ｆ
組
４
位
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
栄
冠
を
手

に
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
で
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
兄
弟

都
市
」
で
は
な
く
「
姉
妹
都
市
」
と
呼

ぶ
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ち
な
み
に
当
市
の
姉
妹
都
市
は
、
北

海
道
の
「
登
別
市
」、
神
奈
川
県
の
「
海

老
名
市
」、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
ハ

ー
ス
ト
ビ
ル
市
」
で
す
。

【
７
月
号
の
答
え
】

　

勘
違
い
に
よ
っ
て
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ヘ
ソ
ク
リ
は
「
臍
繰
り
」
と
書
き

ま
す
が
、そ
も
そ
も
臍
は「
綜
麻
（
へ
そ
）」

と
書
き
ま
し
た
。
綜
麻
と
は
、
つ
む
い
だ

麻
糸
の
糸
玉
の
こ
と
。
こ
の
糸
玉
づ
く
り

は
主
に
女
性
の
内
職
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
ヘ
ソ
ク
リ
と
は
「
糸
玉
作

り
の
内
職
を
し
て
作
っ
た
お
金
」
と
い
う

意
味
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
ヘ
ソ
ク
リ
の
語
源

は
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
で
す
。

・

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

「 

忠 

」

89

ま・ち・か・ど IN！ みなさんからのすてきな情報を待ってます！

　６月24日・25日の２日間にわたり、
福岡蔵本の尾箆地区にある通称「お
がる石」周辺でホタルまつりが開催さ
れました。
　この催しは、地域全体でホタルの
保護や育成活動を続けている「白石
薬師堂ホタルの里を守る会」が主催し
たものです。地区内では期間中、サロ
ン・サンサンの皆さんが製作した「花
灯路」と呼ばれる灯ろうが飾られ、そ
の淡い幻想的な光が訪れた人を楽し
ませていました。

　６月11日、福岡八宮の不忘山地内
で南蔵王に美しい森を取り戻そうと、
「植林祭」が開催されました。
　これは、ＮＰＯ法人｢蔵王のブナと
水を守る会｣が主催して、平成14年か
ら市と共同購入した土地で毎年開催
されており今年で５回目となります。
　この日は、市内の企業などのほか、
個人や会員など合わせて約160名が
参加。会員により事前に下刈り作業
がされた約0.5haに、ブナやヤマハン
ノキなど約1,000本の苗木を次々に
植林しました。

　碧水園で７月８日、各分野で活躍し
たかつてのトップリーダーをパネリスト
に招いた文化フォーラムが開催されま
した。仙台市の老舗「福寿司」３代目・
岩渕文

もん

四
し

郎
ろう

氏が自身の経験談と「食
への思い」について講演した後、前仙
台市長・藤井黎

はじむ

氏、現七十七銀行相
談役・勝股康行氏、前白石市長・川
井貞一氏を加えたパネルディスカッショ
ンが行われ、地方の抱える課題や白
石の中心市街地の問題についても意
見交換が行われました。

花
はな

灯
どう

路
ろ

の淡い光に包まれました

尾箆地区でホタルまつりを開催
地方が、白石が進むべき道とは？

文化フォーラム「戦いすんで日は昏
く

れず」

美しい森を取り戻そう！！

不忘山で「植林祭」を開催
　６月27日から30日までの４日間、白
石中学校の２年生133名が、市内など
47の事業所に分かれて職業体験学習
を行いました。
　この体験学習では、働くことの苦労
や喜びを知るとともに、社会人として
の礼儀や心構えを学ぶことを目的とし
ています。
　南保育園では、女子生徒３名が保
育士の仕事を体験。元気な子どもた
ちを相手に、汗びっしょりになって、
遊びの相手や食事の世話など、一生
懸命取り組んでいました。

働く厳しさを実感！！

本町で「手作りの市」を開催（６月20日、デイサービスセンターしろいし）

　本郷第一自治会女性部の皆さん10
名が施設を訪れ、踊りや手品を披露
するなど、利用者の皆さんと楽しく
交流しました。
　利用者の皆さんは心温まる贈り物
に、感謝ひとしおのご様子でした。

デイサービスセンターしろいしで交流会

（６月10日、蔵王町立宮小学校屋外土俵）

　白石青年会議所が主催する第10回
わんぱく相撲仙南場所には、市内の
各小学校からも多数の児童が参加。
小学２年生の部で大鷹沢小学校の増
子悠

ゆう

友
と

くんが横綱（１位）になるな
どの活躍を見せました。

第10回わんぱく相撲仙南場所

（７月１日、中央公民館）

　各地区から親子やジュニア・リー
ダーなどが参加して、保科斎川公民
館長から、さい川子ども居場所づく
りの取り組みについての講話など、
新しい子ども会事業のあり方につい
て学びました。

子ども会育成指導者研修会

（６月９日、公立刈田綜合病院）

　今回で10回目となるロビーコン
サート。吹き抜けの中央ロビーでは
「七つの子｣や「みかんの花咲く丘」、
「長崎の鐘｣など、おなじみの曲12曲
が演奏され、１曲ごとに大きな拍手
が送られていました。

刈田病院ロビーコンサート

（６月18日、市スポーツセンター）

　誰にでも気軽に楽しめるニュース
ポーツ「シャフルボード」。この日は
市内から10チームが参加して楽しく
プレーしました（優勝：「きらら」、
準優勝「ショウヨウスティッチズ」）。

第４回市民シャフルボード大会

（６月26日～７月16日、ギャラリー喫茶「蔵
くらら

楽」）

　人形の関節に球体を使い、自由自
在に体を動かすことができる球体人
形。展示されている人形は、教室の
生徒さんたちが１年かけて作ったも
のです。その優しい表情は、なぜか
作者に似ていました。

第１回「球体人形教室生徒作品展」

白石中学校の２年生が職業体験学習

▲親子で楽しく植林作業

▲美しい光に優しく包まれました。 ▲300人の来場者で埋め尽くされた碧水園

▲園児との接し方を学ぶ生徒たち

▲踊りや手品で楽しく交流！

▲見事押し出し！

▲ニュースポーツ｢キンボール｣も体験

▲病院中が美しい音色で包まれました。

▲笑顔でプレーする参加者の皆さん

▲今にも動き出しそうな作品の数々

　広報しろいし２月号から６月号までの問いかけの答えは、ホームページに
掲載していますので、ぜひご覧ください。


